
Ａ 試合会場レポート 試合番号 523 開催日 2024/12/21
令和6年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 女子 会場： Asueアリーナ大阪

観客数： 1,750 開始時間： 14:11 終了時間： 16:42 試合時間： 02:31 主審： 吉岡　奈々 副審： 佐々木　伸子
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( ) ( 渡邉 ) ( ) ( )

　SAGA久光スプリングスのサーブ＆
ブロック、ディフェンスは素晴らし
く、第１、第２セットを先取された
。しかし、６-14と大量にリードを
されながらも、第２セットは23-25
まで追い上げ徐々に姫路のリズムを
つくっていった。セットカウント２
-０とリードしたことでSAGA久光の
方にプレッシャーがかかったのか、
第３、第４セットを姫路が取りフル
セットに持ち込めた。
　途中から起用したアナがSAGA久光
のレフト攻撃を阻止し、最後はMVP
に輝いた井上が渾身のスパイクをた
たきこみ、皇后杯初優勝を成し遂げ
ることができた。
　姫路から応援にかけつけてくださ
ったファンの方々、スポンサーの皆
さまに心から感謝しています。

宮部 伊藤 荒木 平山 　最初に天皇杯・皇后杯決勝にふさ
わしい戦いをした両チームを讃えた
い。そして優勝したヴィクトリーナ
姫路を祝福したいと思います。
　この一戦に向けてチームとして最
大限の準備をしてきました。スター
トから良い展開をつくることはでき
ていたが、徐々に相手に対応されて
、自分たちが後手に回ることが多く
なってしまった。勝利まであと少し
の展開となり非常に悔しい敗戦とな
った。
　大同生命SV.LEAGUEが続いている
なか、今回の大会で出た反省点をし
っかりと修正して次の試合につなげ
ていきたい。
　両チームへのたくさんの応援有難
うございました。

( ) ( ) ( 高橋 ) ( )

櫻井 井上 サムディ 北窓

( ) ( ) ( ) ( 中川 )
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＜要約レポート＞
　令和６年度　天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会女子決勝。
　決勝初進出のヴィクトリーナ姫路と２年連続決勝に駒を進めたSAGA久光スプリングスの戦いはフルセットの好ゲームとなった。
　第１セット、SAGA久光はサムディを中心とした攻撃に対し、姫路はチャッチュオン、井上を中心とした攻撃で対抗する。
中盤SAGA久光は荒木のブロックやアタックなど４連続ポイントで優位にたち、終盤に粘る姫路を振りきりセットを先取すると、第２セットもそ
のままSAGA久光は北窓や深澤のアタックや荒木のブロックなどで試合を優位に展開し、連続してセットを取る。
　第３セット、一進一退の攻防が展開されるなか、姫路は宮部、チャッチュオン、井上の攻撃を中心に粘り強いレシーブから多彩な攻撃をしか
けリードを広げ、セットを奪い返すと、その勢いのまま第４セットも連取する。
　第５セット、姫路はチャッチュオンや宮部の変幻自在の攻撃をしかけ、一方のSAGA久光はサムディを中心に攻撃を組み立てる。中盤姫路は井
上のサービスエースやアナのブロックでリードをし、対するSAGA久光は荒木や北窓の攻撃で追い上げにかかるが、最後は姫路・井上のアタック
が決まり、悲願の初優勝をおさめた。

作成者： 佐伯　昌昭

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


